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天ヶ瀬苑短期入所生活介護事業運営規程 

特別養護老人ホーム 天ヶ瀬苑 

 

（事業の目的） 

第１条 

 社会福祉法人不動園が開設する短期入所生活介護事業（以下「事業」という）の適正な運営を確保

するために人員及び管理運営に関する事項を定め、事業所の介護職員が要介護状態にある高齢者に対

し、適正な事業を提供することを目的とする。 

 

（運営方針） 

第２条 

１ 本事業において提供する短期入所生活介護は、介護保険法並びに関係する厚生省令、告示の趣旨

及び内容に沿ったものとする。 

２ 利用者の人格を尊重し、常に利用者の立場に立ったサービスの提供に努めると共に、利用者及び

その家族のニーズを適格に捉え、個別に短期入所介護計画を作成することにより、利用者が必要と

する適格なサービスを提供する。 

３ 利用者またその家族に対し、サービスの内容及び提供方法についてわかりやすく説明する。 

４ 適切な介護技術をもってサービスを提供する。 

５ 常に提供したサービスの質の管理、目標の達成度の評価を行う。 

６ 介護サービス・支援計画に沿った介護を提供する。 

 

第３条 事業を行う事業所の名称及び所在地は、次のとおりとする。 

 １） 名 称 天ヶ瀬苑短期入所生活介護事業所 

 ２） 所在地 宇治市白川東山１５番地 

 ３） 電 話  ０７７４－２３－００３０  ＦＡＸ ０７７４－２３－９９２２ 

 

第４条 事業の実施主体は、社会福祉法人不動園とする。 
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（従業員の種類、員数及び職務内容） 

第５条 

１ 従業員の種類・員数 

 １）管理者     １名（常勤兼務）    事業の統括管理に関すること 

 ２）副管理者    １名（常勤兼務）    管理者の職務を補佐すること  

３）医師        １名以上（非常勤兼務） 利用者の診察、及び職員に対する健康管理に関す

ること 

４）生活相談員   １名以上（常勤兼務）  利用者の処遇計画の実施、利用者の生活相談及び

指導・援助、並びに関係機関との連絡調整に関す

ること 

 

 ５）介護職員   ２０名以上（入所施設と兼務） 

利用者の生活相談及び指導・介護・介助及び補佐等 

 ６）介助員     ０名       苑内の清掃、リネン、営繕、入所者の食事補助業務 

 ７）看護職員    １名以上（常勤専従 1名含む） 

医師の診療補助及び看護並びに利用者の保健衛生管理 

 ８）管理栄養士   １名以上（入所施設と兼務） 栄養指導（献立の作成）・給食事務・調理場

並びに従事職員の保健衛生及び健康管理に関すること  

９）機能訓練指導員 １名以上（入所施設と兼務） 日常生活を営むことに必要な機能の改善、又

はその減退を防止するための訓練に関すること 

 10）事務員     １名以上（入所施設と兼務） 事業運営のための事務に関すること 

11）管理宿直員   ３名以上（入所施設と兼務）  

夜間における施設管理に関すること 

 

２ 管理者 

事業者ごとに専らその職務に従事する常勤の管理者を置くこと。ただし、管理上支障のない場合

は、当該事業所の他の業務と兼務できる。 

 

（営業日及び営業時間） 

第６条 事業所の営業日及び営業時間は次のとおりとする。 

  １ 営業日    １年 ３６５日 

  ２ 営業時間   １日 ２４時間 

 

（利用定員） 

第７条 

 短期入所施設    １０名 
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（短期入所生活介護の内容） 

第８条 介護サービスの内容は次の通りとする。 

 １ 常時介護が必要とする要援護老人の家族が社会的行事の参加・私的理由等により、要援護老人

を介護できない期間施設を利用させることにより、家族の精神的・肉体的な疲労を癒すととも

に、利用者の日常生活指導、機能訓練、健康管理、療養上の世話等を行う。 

 ２ 事業実施に当たっては、利用者（概ね３泊４日以上の利用）に応じた短期入所生活介護計画を

作成し、利用者又はその家族に対して、その内容等について説明し了解を得て実施するものと

する。 

 

（短期入所生活介護の利用料） 

第９条 

 １ 本事業が提供する短期入所生活介護の利用料は介護報酬の告知上の額とし、利用者は負担割合

に応じた額を支払う。但し、次に掲げる項目については、別に利用料金の支払いを受ける。 

 

（１） 食費（食材料費・提供費・おやつ代） 

１回につき朝食３９５円・昼食６３０円・夕食４２０円 

（２） 滞在費 １日につき ８５５円（令和６年７月３１日まで） 

          ９１５円（令和６年８月１日から） 

（３） テレビ、ラジオ、暖房機器の使用料（電気代として） １日 各１０５円 

     ※ただし、消費税改定や物価の変動等に伴い、料金を変更する場合があります。 

（４） 前項目に掲げるものの他、短期入所生活介護の中で提供されるサービスのうち、日常生

活においても通常必要となるものにかかる費用で、利用者が負担することが適当と認められる

費用。 

 

 ２ 前項の費用の支払いを含むサービスを提供する際には、事前に利用者またはその家族に対して

必要な資料を提示し、当該サービスの内容及び費用を説明した上で利用者の同意を得る。 

 

 ３ 利用料の支払は、現金または銀行口座振込みまたは振替により、指定期日までに受ける。 

 

（短期入所生活介護計画の作成等） 

第１０条 

 １ 短期入所生活介護の提供を開始する際には、利用者の心身の状況、希望並びにその置かれてい

る状況を充分に把握し、介護サービス・支援計画に沿って個別に短期入所生活介護計画を作成

する。（対象者は、概ね３泊４日以上のご利用者） 

 ２ 短期入所生活介護計画の作成、変更の場合には、利用者またその家族に対し、当該計画の内容

を説明し同意を得る。 

 ３ 利用者に対し、短期入所生活介護計画に基づいて各種サービスを提供するとともに継続的なサ

ービスの質の管理、目標の達成度の評価を行う。 
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（通常の事業の実施区域） 

第１１条 

 通常の事業の実施区域は次の通りである。 

 宇治市・久御山町・城陽市 

 

（サービス提供の記載） 

第１２条 

 短期入所生活介護を提供した際には、その提供日及び内容、当該介護予防短期入所生活介護につい

て、利用者に代わって受ける介護報酬の額、その他必要な記録を所定の書面に記載する。 

 

（秘密保持） 

第１３条 

 １ 本事業の従業員は、職務上知り得た利用者またはその家族の秘密保持を厳守する。ただし、 

  緊急時医療対応やサービス利用関係事業所との連携においては情報を共有する。 

 ２ 従業者であった者が、業務上知り得た利用者またはその家族の秘密を漏らすことのないよう、

必要な措置を講じる。 

 

（苦情処理） 

第１４条 

１ 提供した短期入所生活介護に関する利用者からの苦情に対して、迅速かつ適切に対応するため、

受付窓口の設置、担当者の配置、事実関係の調査の実施、改善措置、利用者またはその家族に対する

説明、記録の整備その他必要な措置を講じるものとする。 

２ 施設は、提供したサービスに関する入所者又は家族からの苦情に関して、介護保険法の規定によ

り市町村・国民健康保険団体連合会が行う調査に協力するとともに、助言を受けた場合には当該指導

又は助言に従い必要な改善を行うよう努めるものとする。 

 

（損害賠償） 

第１５条 

 利用者に対する短期入所生活介護の提供により、賠償すべき事故が発生した場合には、損害賠償を

速やかに行う。 

 

（衛生管理） 

第１６条 

 １ 短期入所生活介護に使用する備品等を清潔に保持し、定期的な消毒を施す等、常に管理に充分

留意するものとする。 

 ２ 従業者は感染症に関する知識の習得に努める。 
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（緊急時における対応方法） 

第１７条 

 短期入所生活介護の提供中に利用者の心身の状況に異変、その他緊急事態が生じたときには速やか

に主治医あるいは協力医療関係に連絡し、適切な措置を講じる。 

 

（非常災害対策） 

第１８条 

 １ 短期入所生活介護の提供中に、天災その他の災害が発生した場合、従業者は利用者の避難等適

切な措置を講じる。また管理者は、日常的に具体的な退所方法、避難経路、及び協力機関等との連携

方法を確認し、災害時には非難等の指揮をとる。 

 

 ２ 施設は、非常災害に備えて防災計画を作成し、年１回以上定期的に訓練を実施する。また、訓

練の実施にあたって、地域住民の参加が得られるよう連携に努めるものとする。 

 

（業務継続計画の策定等） 

第１９条 

１ 施設は、感染症や非常災害の発生時に、入所者に対する指定介護福祉施設サービスの提供を継

続的に実施するため非常時の体制で早期の業務再開を図るための計画（以下「業務継続計画」とい

う）を策定し、当該業務継続計画に従い必要な措置を講じるものとする。 

 

２ 施設は、従業者に対し、業務継続計画について周知するとともに、必要な研修及び訓練を定期

的に実施するものとする。 

 

３ 施設は、定期的に業務継続計画の見直しを行い、必要に応じて業務継続計画の変更を行うもの 

 

（事故発生の防止及び発生時の対応） 

第２０条 

１ 当施設は、安全かつ適切に、質の高い介護・医療サービスを提供するために、事故発生のため

の指針（別添）を定め、事故を防止するための体制を整備する。また、サービス提供等に事故が発

生した場合、当施設は、利用者に対し必要な措置を行い、事故報告を速やかに行います。 

 

（身体の拘束及び虐待等について） 

第２１条 

１ 当施設は、サービスの提供にあたっては、利用者の生命又は身体を保護するため緊急やむを得

ない場合を除き、身体拘束その他利用者の行動を制限する行為を行わない。 

なお、緊急やむを得ず身体拘束等を行う場合には、利用者、家族に説明し、同意を得るとともに、

その態様及び時間、その際の利用者の心身の状況、緊急やむを得なかった理由を記録するものとす

る。 

 

 



 6 

２ 当施設は、サービスの提供にあたっては、利用者の生命と人権を守り、虐待・人権侵害等を起こ

さない施設環境整備に努め、虐待防止の指針・マニュアルをもとに福祉サービスの充実と向上を図り

ます。 

 

（地域との連携） 

第２２条 

１ 施設は、その運営に当たっては、地域住民又はその自発的な活動等との連携及び協力を行う等

の地域との交流を図るものとする。 

 

２ 施設は、その運営に当たっては、提供するサービスに関して、市町村が派遣するものが相談及

び援助を行う事業やその他市町村が実施する事業に協力するよう努めるものとする。 

 

（その他の運営についての留意事項） 

第２３条 

 １ 全ての従業者は、認知症介護に係る基礎的な研修を受講し、資質の向上に努める。 

  （１）採用時研修  採用後１ヶ月以内 

  （２）階層別研修  随時 

 ２ 事業者はこの事業を行うため、処遇記録、利用者負担金収納簿、その他必要な記録、帳簿を整

理する。 

 

 ３ 暴力・威力・詐欺的手法を駆使して経済的利益を追求する集団や個人、または、反社会的勢

力と密接な関係を有する者とは雇用・サービス利用契約を行いません。 

 

 ４ 施設は、適切な指定介護福祉サービスの提供を確保する観点から、施設において行われる性的

な言動又は優越的な関係を背景とした、業務上必要かつ相当な範囲を超えた内容や、入所者及び

家族からのあらゆるハラスメントによる従業者への就業環境が害されることを防止されるため

の方針を明確化し、必要な措置を講じるものとする。 

 

 ５ この規程に定める外、運営に関する重要事項は、社会福祉法人不動園と事業所の管理者との協

議に基づいて定めるものとする。 
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附則  この規程は平成１２年 ４月１日から施行する。 

附則  この規程は平成１８年 ４月１日から施行する。 

附則  この規程は平成１８年 ７月１日から施行する。 

附則  この規程は平成１９年 ４月１日から施行する。 

附則  この規程は平成２０年 ４月１日から施行する。 

附則  この規程は平成２１年 ４月１日から施行する。 

附則  この規程は平成２１年 ８月１日から施行する。 

附則  この規程は平成２２年 ４月１日から施行する。 

附則  この規程は平成２２年 ６月１日から施行する。 

附則  この規程は平成２３年 ４月１日から施行する。 

附則  この規程は平成２４年 ４月１日から施行する。 

附則  この規程は平成２５年 ４月１日から施行する。 

附則  この規程は平成２６年 ４月１日から施行する。 

附則  この規程は平成２７年 ４月１日から施行する。 

附則  この規程は平成２７年１０月１日から施行する。 

附則  この規程は平成２８年 ４月１日から施行する。 

附則  この規程は平成２８年１０月１日から施行する。 

附則  この規程は平成２９年 ４月１日から施行する。 

附則  この規程は平成３０年 ４月１日から施行する。 

附則  この規程は平成３１年 ４月１日から施行する。 

附則  この規程は令和 ２年 ４月１日から施行する。 

附則  この規程は令和 ３年 ４月１日から施行する。 

附則  この規程は令和 ３年 ８月１日から施行する。 

附則  この規程は令和 ４年 ４月１日から施行する。 

附則  この規程は令和 ５年 ４月１日から施行する。 

附則  この規程は令和 ６年 ４月１日から施行する。 

 

 


